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C o n t e n t s

※「水資源」の定義について 
一般には、農業・工業・発電などに利用しうる資源としての水のことを指しますが、 
本稿では水源林、棚田、農業用水路、ため池なども含む資源として定義します。 

（
高
木
徳
郎
） 

（
紀
の
川
市
） 
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紀
の
川
市
は
、
和
歌
山
県
北
部
に
位
置
し
、
果
実
生
産
額
西
日
本
一
な
ど
農
業
を
基

幹
産
業
と
す
る
人
口
約
七
万
人
の
市
で
す
。
こ
の
紀
の
川
市
の
農
業
を
支
え
る
「
農
業

用
水
」
は
、
用
水
路
や
た
め
池
な
ど
を
通
じ
、
市
周
辺
や
紀
の
川
上
流
、
十
津
川
上
流

の
「
水
源
林
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
森
林
な
ど
を
管
理
す
る
「
財

産
区
」
や
用
水
路
な
ど
を
管
理
す
る
「
土
地
改
良
区
」
が
あ
り
、
森
林
・
用
水
路
な
ど

の
良
好
な
管
理
を
通
じ
て
、
農
業
や
農
村
環
境
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
の
「
命
」
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
「
た
め
池
」
の
池
敷
の
売
買
の
記
録
、
室
町

時
代
に
「
タ
ナ
田
」
の
文
字
が
文
献
上
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
市
内
の
農
業
用
施
設
に

つ
い
て
も
多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
資
源
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
紀
の
川
市
の
も
つ
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
源
に
つ
い
て
啓
発
す
る
目
的
で
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
あ
わ
せ
本
冊
子
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
冊

子
が
、「
紀
の
川
市
の
宝
物
」
に
多
く
の
人
々
が
気
付
く
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
、
棚
田
学
会
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
は
じ
め
本
冊
子
に
関
わ
っ
た
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

紀
の
川
市
長
　
中
村
愼
司

ご あ い さ つ
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紀
の
川
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
支
え
る
「
水
源
林
」。

森
林
を
守
る
こ
と
が
農
業
を
守
り
、

ひ
い
て
は
私
た
ち
の
「
命
」
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

水
源
林

4

水 資 源 の 役 割

水
資
源
の
役
割

裸地 草地 

258

128
79
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mm/hr

mm/hr

森林 

紀
の
川
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
。

生
産
額
で
全
国
一
位
の
は
っ
さ
く
、

い
ち
じ
く
、
二
位
の
桃
、
三
位
の
柿
、

四
位
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
西
日

本
一
位
の
「
果
物
王
国
」
で
す
。

こ
の
農
業
の
た
め
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
が
農
業
用
水
。
そ
し
て
、

こ
の
農
業
用
水
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
の
が
紀
の
川
な
ど
の
上
流
域
に
あ

る
森
林
で
す
。
こ
の
よ
う
に
農
業
用

水
な
ど
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
森
林

を
「
水
源
林
」
と
い
い
ま
す
。

健
全
で
良
好
な
状
態
の
森
林
は
、

水
源
の
か
ん
養
機
能
な
ど
を
も
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
水
源
林
」
が
適

切
に
維
持
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ

て
、
紀
の
川
市
の
農
業
用
水
、
農
業
、

ひ
い
て
は
私
た
ち
の
「
命
」
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
紀
の
川
市

の
水
源
地
域
は
、
市
内
及
び
近
隣
の

山
々
、
紀
の
川
上
流
域
、
十
津
川
流

域
な
ど
に
分
散
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
こ
れ
ら
の
水
源
地
域
の
森
林

を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
人
々
の
努
力

に
思
い
を
致
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

水源のかん養など水源林の機能は、間伐などが適切
に行われることにより発揮されます。紀の川市には
森林などを管理する14の財産区があり、水源林を守
ってくれています。

■紀の川市内の水源林（間伐済みの森林）
森林は、裸地と比べて約３倍の浸透
能（水を吸いこむ能力）があります。
出典：平成19年版森林・林業白書

■森林その他の浸透能
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市北東部を流れる名手川は、昔から左右岸の村々が
水争いを繰り返したことで全国的に有名です。名手
川上流にある椎尾山の領有権をめぐっても争いが繰
り返されました。昔からの「山」と「水」の深い関
係を示しています。

■椎尾
し の お

山（名手川の合流付近）所在地マップ：［1 ］
農業用水水源地域保全対策事業による森林体験など
を通じて、子供たちに「森林の大切さ」を感じても
らうことが大切です。

■森林の間伐体験

紀の川 

真国川 

十津川 

貴志川 

大台ヶ原 

猿谷ダム 
山田ダム 

用水路 

用水路 

用水路 

用水路 

用水路 

用水路 

用水路 

水源林 
水源林 

水源林 

ため池 

ため池 

ため池 

ため池 
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水 資 源 の 役 割

■
農
業
用
水
路
に
つ
い
て

紀
の
川
市
に
は
、
農
業
用
水
路
が

網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
紀
の
川
用

水
、
小
田
井
用
水
、
藤
崎
井
用
水
、

荒
見
井
用
水
、
安
楽
川
井
用
水
、
貴

志
川
用
水
な
ど
は
幹
線
水
路
と
し
て

た
く
さ
ん
の
水
を
運
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
的
な
水
路
も
多
く
、
穴
伏

あ
な
ぶ
し

川
に

か
か
る
小
田
井
用
水
の
水
路
橋
・

龍
之
渡
井

た

つ

の

と

い

な
ど
は
、国
登
録
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
農
業
用

水
路
の
お
か
げ
で
、
紀
の
川
市
は
、
和

歌
山
県
下
一
位
を
誇
る
農
業
生
産
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。

■
た
め
池
に
つ
い
て

紀
の
川
市
に
は
、
七
八
六
ヶ
所
の

た
め
池
が
あ
り
ま
す
。
た
め
池
は
、

主
に
農
業
用
水
を
貯
水
す
る
た
め
に

谷
あ
い
な
ど
の
地
形
を
利
用
し
て
造

ら
れ
た
も
の
で
す
。
水
不
足
に
苦
し

ん
だ
こ
の
地
域
で
は
有
史
以
来
多
く

の
た
め
池
が
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
に
農
民
た
ち
自
身
が
造
っ

た
記
録
の
残
る
「
魚
谷

う
お
だ
に

池
」
や
江
戸

時
代
に
徳
川
頼
宣
公
の
命
に
よ
り
造

ら
れ
た
「
桜
池
」
な
ど
深
い
歴
史
を

有
す
る
た
め
池
が
数
多
く
あ
り
、
今

で
も
紀
の
川
市
の
農
業
生
産
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

紀
の
川
市
に
は
、
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
農
業
用
水
路
と
数
多
く
の
た
め
池
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
深
い
歴
史
を
有
し
、
今
で
も
農
業
生
産
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

農
業
用
水
路
と
た
め
池

18世紀はじめ、紀の川の北岸に、
学文路［かむろ］（現橋本市）出
身の大畑才蔵が小田井用水を造
りました。穴伏川にかかる龍之
渡井は小田井用水の水路橋とし
て大正時代に架け替えられ、今
でも活用されています。

■龍之渡井
た つ の と い

所在地マップ：［2 ］
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日
本
の
棚
田
の
第
一
人
者
・
早
稲

田
大
学
の
中
島
峰
広
名
誉
教
授
の
著

書
「
日
本
の
棚
田
」
の
冒
頭
に
「
棚

田
の
起
源
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
が
紀
の
川
市
桃
山
町
の
棚
田
。

室
町
時
代
の
高
野
山
文
書
に
文
献
上

は
じ
め
て
こ
の
地
域
の
「
タ
ナ
田
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
現
在
、

そ
の
土
地
は
桃
畑
な
ど
と
な
っ
て
い

て
、「
棚
田
」
の
原
形
は
と
ど
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
歴
史
深
い
「
宝

物
」
を
、
紀
の
川
市
の
貴
重
な
財
産

と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

日
本
の
原
風
景
と
い
う
べ
き
「
棚
田
」。

紀
の
川
流
域
に
は
棚
田
の
起
源
と
さ
れ
る
文
献
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
「
宝
物
」
を
ど
の
よ
う
に
守
り
活
用
し
て
い
く
の
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

棚
田
の
起
源
は
紀
の
川
市
？

紀の川市粉河地区にある魚谷池は、鎌
倉時代、池の敷地の売買記録や池の水
配分に関する史料などが残されていま
す。粉河の農民たち自身が造った記録
が残り、現在でも活用されているとい
う点で、歴史上かけがえのない価値を
もった池といえます。

■魚谷
うおだに

池 所在地マップ：［3 ］

紀の川市には、山間部を中心に多くの棚田が残されています。棚田は、傾
斜地にある棚状の田んぼのことで、おコメを生産する機能以外に水源のか
ん養、国土の保全、景観形成などの多面的な機能があり、全国的に保全活
動が盛んです。しかし、農家の高齢化などが進む中、これからどのように
棚田を守っていくのかが課題です。

■五百谷
い よ だ に

の棚田 所在地マップ：［4 ］



地 域 の 水 資 源

8

地
域
の
水
資
源

鞆渕地区最大の用水路・大湯が最初に用水を供給する水田の直前、真国川に突
き出た岩盤を切り通し状に掘り抜いた水路。室町時代の史料に「ホリキリ」の
地名がみえ、水利慣行などから、平安時代、石清水八幡宮によって開削された
と想定されます。

■ホリキリ 所在地マップ：［5 ］

■所在地情報・紀の川市中鞆渕　県道かつらぎ桃山線沿い鞆渕選果場近く
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紀
の
川
市
鞆
渕

と
も
ぶ
ち

地
区
―
。
平
安

時
代
、
石
清
水
八
幡
宮

い
わ
し
み
ず
は
ち
ま
ん
ぐ
う

の
支
配
下

に
あ
っ
た
鞆
渕
地
区
で
は
、
同
宮

が
用
水
路
を
開
削
し
て
水
田
開
発

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、

鞆
渕
地
区
の
う
ち
境
石

き
ょ
う
い
し

・
新
子

あ
た
ら
し

な

ど
の
エ
リ
ア
を
灌
漑
す
る
大
湯
は
、

そ
の
最
大
の
も
の
で
す
。
し
か
も

そ
の
開
削
に
あ
た
っ
て
は
、
非
常

に
硬
い
岩
盤
を
掘
り
抜
く
難
工
事

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
掘
り
抜

い
た
瞬
間
、
地
中
か
ら
激
し
い
血

し
ぶ
き
が
上　

が
っ
た
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
は
こ
の
岩
盤
が
飯
盛
山
の
神

の
足
の
骨
だ
っ
た
か
ら
で
、
以
後
、

鞆
渕
で
は
、
神
の
怒
り
を
買
っ
て

力
の
強
い
男
は
生
ま
れ
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。
伝
承
は
あ
く
ま
で

伝
承
で
す
が
、
強
い
男
が
生
ま
れ

な
い
と
い
う
代
償
と
引
き
替
え
に
、

鞆
渕
の
人
々
は
豊
か
な
水
の
恵
み

を
得
ら
れ
た
わ
け
で
、
人
と
自
然

の
ぎ
り
ぎ
り
の
調
和
の
あ
り
方
を

示
す
伝
承
と
言
え
ま
す
。

平
安
時
代
以
来
の
水
路

鮮
烈
な
伝
説
と
と
も
に
今
も
残
る
、

人
と
自
然
の
調
和
の
姿
。 ！？

下鞆渕の和田集落はすり鉢状の地形に民家
と棚田が広がっています。集落の名前は南
北朝時代からみえ、この頃から勢力を伸ば
し始めた武士団の本拠地のひとつがここに
あったと考えられています。

■和田の棚田 所在地マップ：［7 ］

ホリキリ（大湯）を築造した人々は、
石清水八幡宮の別宮であるこの神社
を拠点としていました。今、この神社
には平安時代末期に制作された神輿
［みこし］（国宝）が伝えられています。

■鞆渕八幡神社 所在地マップ：［6 ］

■所在地情報・紀の川市下鞆渕　県道かつらぎ
桃山線から県道高野口野上線に入り前川橋付近

■所在地情報・紀の川市中鞆渕　県道か
つらぎ桃山線沿い市立鞆渕小中学校付近
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鞆
渕
地
区
で
は
、
本
流
で
あ
る

真
国
川
に
流
れ
込
む
支
流
の
枝
谷

な
ど
に
沿
っ
て
、
小
規
模
な
棚
田

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

地
域
は
室
町
時
代
の
史
料
に
は
そ

の
地
名
が
み
え
、
こ
の
地
域
の
棚

田
開
発
の
歴
史
の
古
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
頃
、
鞆
渕
地
域

は
、
高
野
山
へ
大
量
の
薪
炭
を
供

給
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
棚
田

開
発
と
薪
炭
林
の
開
発
は
連
動
し

て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
農

地
と
森
の
調
和
的
な
開
発
の
あ
り

方
を
示
し
て
い
ま
す
。

狭
い
谷
を
縫
う
よ
う
に
広
が
る
棚
田
。

そ
の
開
発
は
森
の
開
発
で
も
あ
り
ま
し
た
。

上鞆渕・久保の集落へ
向かう久保谷川沿い・
向谷の棚田。奥が神谷
の棚田。

■久保谷の棚田
所在地マップ：［8 ］

■所在地情報・紀の川市上
鞆渕　県道かつらぎ桃山線
から「ともぶち霊園」方面
へ入る

鞆渕八幡神社付近で真国川に合流する本川を遡り、最奥
に位置する大垣内の棚田。

■本川谷の棚田 所在地マップ：［9 ］

■所在地情報・紀の川市中鞆渕　県道かつらぎ桃山線沿いの鞆
渕八幡神社西で北へ入る

大垣内の棚田

北所の棚田
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「
あ
ら
川
の
桃
」
の
「
あ
ら
川
」

は
、
か
つ
て
こ
の
地
域
に
広
が
っ

て
い
た
高
野
山
の
所
領
の
名
前
に

由
来
す
る
地
名
で
す
。
鎌
倉
時
代

後
期
、
支
配
を
強
め
る
高
野
山
に

対
抗
し
て
、
流
通
の
動
脈
・
紀
の

川
を
基
盤
に
結
合
し
た
武
士
団
が

い
ま
し
た
。
そ
の
棟
梁

と
う
り
ょ
う

の
名
を
源

為
時

た
め
と
き

と
い
い
、
高
野
山
は
支
配
に

従
わ
な
い
彼
ら
を
「
悪
党
」
と
呼

び
ま
し
た
。
荒
川
荘
は
、
そ
う
し

た
為
時
ら
の
活
躍
の
舞
台
で
し
た
。

ま
た
、
応
永
一
三
年
（
一
四
○
六
）

の
高
野
山
文
書
に
は
、
荒
川
荘
の

「
山
崎
」
に
「
タ
ナ
田
」
が
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、「
棚
ニ
似
タ
ル
故

ニ
、
タ
ナ
田
ト
云い

う

」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

五
〇
年
早
く
生
ま
れ
た
紀
州
の
楠
木
正
成
―

悪
党
・
源
為
時
の
本
拠
地
に
点
在
す
る
美
し
い
棚
田
群
。

応永13年（1406）の高野山文書にみえる「タナ田」の比定地は、現在、
道路の埋土の下になって消滅しています。

■元の棚田跡 所在地マップ：［12 ］

野田原川沿いには、小規模なが
ら棚田が多い。野田原の地名は、
平安時代末期からみえます。

■光長
みつなが

の棚田（右）
所在地マップ：［10 ］

■所在地情報・紀の川市桃山町野田
原　県道垣内貴志川線の柱谷橋付近
から北へ入る里道を５分ほど上る

半円形をしたこの棚田のユニー
クさは、対岸の山道の途中から
見下ろすとよく分かります。

■所垣内
ところがいと

の棚田（左）
所在地マップ：［11 ］

■所在地情報・紀の川市桃山町野田
原　県道垣内貴志川線沿い
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扇を広げたように三角形をした緩やかな傾
斜地に、約20筆の美しい棚田が展開して
います。水源は扇の要に位置するため池で、
パイプや簡易な暗渠水路を用いた灌漑方法
が注目されます。

■五百谷
い よ だ に

の棚田 所在地マップ：［4 ］

■所在地情報・紀の川市竹房字五百谷　県道か
つらぎ桃山線　五百谷口バス停付近から五百谷
方面へ入る
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今
か
ら
一
○
○
○
年
以
上
前
、

現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
下
天
野
に
住

む
老
女
・
阿
字
長
者

あ
じ
ち
ょ
う
じ
ゃ

は
、
自
分
の

口
に
イ
ン
ド
の
高
僧
が
入
ろ
う
と

す
る
不
思
議
な
夢
を
み
ま
し
た
。

や
が
て
老
女
は
身
ご
も
り
、
子
の

年
、
子
の
月
、
子
の
日
、
子
の
刻

に
生
ま
れ
た
子ね

の
聖

ひ
じ
り

は
、
成
長
し

て
数
々
の
奇
瑞
を
お
こ
し
て
子ね

の

権
現

ご
ん
げ
ん

と
敬
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
龍
門
山
の
南
に
は
、
子
の

権
現
が
修
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

洞
穴
と
滝
が
あ
り
ま
す
。

荒
川
荘
中
心
部
を
潤
す
柘
榴

ざ

く

ろ

川
の
源
流
に
は
、

謎
の
修
行
僧
・
子ね

の
聖

ひ
じ
り

の
住
ん
だ

洞
穴
が
あ
っ
た
！

龍門山の南斜面に位置する洞穴には
石組みと簡素な祠があります。

■洞穴 所在地マップ：［13 ］

滝は龍門山から流れ出て、柘榴
川となって安楽川地区へと流れ
ていきます。

■権現の滝 所在地マップ：［13 ］

■所在地情報・県道かつらぎ桃山線
黒川峠付近から畑野地区方面へ入る

山頂より東の尾根筋には磁
気を含んだ磁石岩と呼ばれ
る巨岩があります。

■龍門山
所在地マップ：［14 ］

龍
門
山
地
の
主
峰
を
な
し
、
美

し
い
山
容
を
誇
る
龍
門
山
は
、
キ

イ
シ
モ
ツ
ケ
群
生
地
（
県
指
定
天

然
記
念
物
）
と
し
て
も
知
ら
れ
、

植
物
種
の
多
い
豊
か
な
水
源
林
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山
か
ら

号
を
と
っ
た
画
家
・
彫
刻
家
の

保
田
龍
門

や
す
だ
り
ゅ
う
も
ん

は
、「
母
の
像
」
な
ど
多

く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

紀
州
富
士
と
も
呼
ば
れ
た
龍
門
山
。

古
来
、
紀
伊
の
湊
を
訪
れ
る

船
の
目
標
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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最
初
ヵ
峰
は
紀
州
の
南
朝
方
を

率
い
る
四
条
隆
俊

し
じ
ょ
う
た
か
と
し

が
、
北
朝
方
の

守
護
・
畠
山
国
清

は
た
け
や
ま
く
に
き
よ

を
相
手
に
蜂
起

し
た
時
、
最
初
に
立
て
籠
も
っ
た

城
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
来
、

山
地
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
紀
の
川
北
岸
地

域
の
村
々
で
は
、
南

岸
の
こ
の
山
を
薪
炭

林
と
し
て
利
用
し
て

き
ま
し
た
。

最
初
ヵ
峰
と
も
呼
ば
れ
、
龍
門
山
地
西
端
の

緑
豊
か
な
水
源
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

安
楽
川
井
用
水
は
、
天
正
年
間
、

木
食
応
其

も
く
じ
き
お
う
ご

に
よ
っ
て
「
再
興
」
さ

れ
た
用
水
路
で
す
。
応
其
は
こ
の

時
、
紀
の
川
北
岸
の
田
中
荘

た
な
か
の
し
ょ
う

に
対

し
、
紀
の
川
南
岸
に
あ
っ
た
田
中

荘
領
の
土
地
を
用
水
路
の
敷
地
と

し
て
提
供
さ
せ
る
代

わ
り
に
、
検
校

け
ん
ぎ
ょ
う

山
・

平
野
山
（
最
初
ヵ
峰
）

で
の
薪
炭
の
採
取
を

認
め
ま
し
た
。

応
其

お

う

ご

上
人
に
よ
っ
て
「
再
興
」さ
れ
た

荒
川
荘

あ
ら
か
わ
の
し
ょ
う

地
域
の
基
幹
用
水
路
。

和歌山平野を眼下におさ
める眺望にすぐれ、ハイキ
ングやハンググライダー
の名所としても親しまれ
ています。

■百合山
所在地マップ：［15 ］

現在では紀の川市荒見で紀
の川から取水する荒見井用
水と統合されています。

■安楽川井用水
所在地マップ：［16 ］
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明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）、
調

月
村
長
に
就
任
し
た
坂
本
文
三
郎

は
、
当
時
、
調
月
村
東
部
の
高
台

を
灌
漑
し
て
い
た
増
田
池
の
供
給

能
力
を
高
め
る
「
秘
策
」
と
し
て
、

愛
宕
山
の
東
に
広
が
る
仏
谷
の
谷

水
を
堰
き
止
め
て
池
を
造
り
、
そ

の
水
を
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
増
田

池
ま
で
導
水
す
る
こ
と
を
思
い
立

ち
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
は
一
○
○

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
で
し
た
が
、

ま
だ
重
機
も
な
く
、
暗
闇
に
提
灯

を
灯
し
て
掘
る
方
向
や
角
度
を
目

測
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
工

事
は
長
期
化
し
て
工
費
も
底
を
つ

い
た
こ
と
か
ら
、
坂
本
村
長
は
自

ら
田
畑
を
売
り
、
借
金
ま
で
し
て

こ
の
事
業
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
時
に
は
工
賃
の

未
払
い
や
、
借
金
の

取
り
立
て
に
日
本
刀

で
追
い
か
け
ら
れ
な

が
ら
も
、
つ
い
に
池

は
完
成
し
、
ト
ン
ネ

ル
池
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
財
を
な
げ
う
っ
て
池
の
造
成
に

命
を
か
け
た
調
月
村
・
坂
本
文
三
郎
村
長
の
偉
業
。

坂本村長はその後、無報酬で増田池水利組合長
を務め、村民から全幅の信頼を得ました。

■トンネル池（上）所在地マップ：［17 ］

■所在地情報・紀の川市桃山町調月　県道垣内貴志
川線の愛宕橋から北へ入る道を上る

今もノミの跡が生々しく残るトンネル。

■トンネル池のトンネル（左）
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南
面
す
る
緩
や
か
な
傾
斜
地
に

棚
田
が
広
が
る
尼
寺
地
区
。
そ
の

一
角
を
占
め
る
白
岩
谷
池
の
周
囲

は
、
古
来
、
純
白
の
巨
岩
に
黒
い

斑
点
が
み
え
る
と
言
わ
れ
、『
紀
伊

続
風
土
記
』
で
は
、
人
間
を
害
し

た
大
蜘
蛛
が
誅
さ
れ
て
、
そ
の
骨

が
化
石
と
な
っ
た
も
の
と
記
し
て

い
ま
す
。
こ
の
大
蜘
蛛
を
誅
し
た

の
が
岸
（
貴
志
）
正
平
と
い
う
鎌

倉
時
代
は
じ
め
の
貴
志
荘

き
し
の
し
ょ
う

の
代
官

（
下
司
）
で
、
数
々
の
功
績
に
よ
り

人
々
か
ら
崇
め
ら
れ
、「
権
大
神
」

と
し
て
祀
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

大
蜘
蛛

く

も

の
骨
が

巨
岩
と
な
っ
て
屹
立
す
る
と
い
う
白
岩
谷
池
。

美
福
門
院
ゆ
か
り
の
地
の
棚
田
。

池の奥に棚田がみえます。尼寺の地名は、この地にある美福門院建立の寺に由来します。

■白岩谷池と尼寺の棚田 所在地マップ：［19 ］

■所在地情報・市道85号線尼寺「白岩橋」付近より北上

「権大さん」と呼ばれて親しま
れている権大神は、今は大国
主神社に合祀されています。

■大国主神社
所在地マップ：［18 ］

■所在地情報・県道岩出野上線か
ら諸井橋西詰めを河川沿いに南下
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現
在
、
平
池
遊
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や

散
歩
を
楽
し
む
人
も
多
い
平
池
と

そ
の
周
辺
。
天
水
を
溜
め
る
の
み

の
底
の
浅
い
皿
池
で
す
が
、
神

戸
・
上
野
山
地
区
の
水
源
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
の
内
部

に
前
方
後
円
墳
を
含
む
四
基
の
古

墳
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

池
の
中
に
古
墳

平
地
に
あ
る
池
の
成
り
立
ち
の
不
思
議
。

！？

古墳ばかりでなく、ナイフ形石器
や細石刃なども出土していること
から、先土器時代の遺跡としても
注目されています。

■平池 所在地マップ：［20 ］

■所在地情報・紀の川市貴志川町神戸
わかやま電鉄貴志川線甘露寺駅駅前

前田地区の水源となっている
南北に細長い前田池は、もと
もと尼寺村と上野山村の境に
あった城の堀だったと伝えら
れています。

■前田池 所在地マップ：［21 ］

■所在地情報・紀の川市貴志川町
上野山 貴志川中学校西
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貴
志
川
の
下
流
に
架
か
る
諸
井

頭
首
工
は
、
貴
志
川
の
両
岸
に
水

路
を
設
け
て
西
岸
の
水
路
で
神

戸
・
前
田
地
区
を
、
東
岸
の
水
路

で
井
ノ
口
・
岸
小
野
・
北
地
区
を

灌
漑
し
ま
す
。『
紀
伊
続
風
土
記
』

で
は
、
東
西
両
岸
か
ら
石
を
積
ん

で
川
水
を
堰せ

き
、
中
央
を
開
い
て

水
を
通
す
と
あ
り
、
江
戸
時
代
末

期
の
治
水
技
術
の
高
さ
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。
昭
和
三
二
年
（
一
九

五
七
）、
支
流
の
野
田
原
川
を
堰
き

止
め
た
山
田
ダ
ム
が
完
成
し
、
貴

志
川
下
流
域
を
潤
す
重
要
な
農
業

用
水
と
な
り
ま
し
た
。
複
雑
に
入

り
組
ん
だ
地
形
に
で
き
た
ダ
ム
湖

の
周
辺
は
、
四
季
折
々
に
ハ
イ
キ

ン
グ
や
釣
り
を
楽
し
め
る
良
好
な

景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

貴
志
川
の
両
岸
を
一
気
に
灌
漑
す
る
ス
グ
レ
モ
ノ
の
堰
。

山
田
ダ
ム
の
完
成
で
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。

両岸に水を引くので「諸
井」といいます。現在、吊
り橋が架かり、そこから眺
めると両岸への引水の様
相が見て取れます。

■諸井頭首工
所在地マップ：［22 ］

■所在地情報・紀の川市貴志
川町井ノ口　県道岩出野上線
「井の口」信号付近に「諸井
橋」が架かる

有効貯水量は337万立方メートルで、果樹栽
培にも利用されています。

■山田ダム 所在地マップ：［23 ］

■所在地情報・紀の川市貴志川町高尾　国道424
号線から県道垣内貴志川線を南東へ車で約10分
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藤
崎
井
用
水
は
、
伊
都
郡
学
文
路

か

む

ろ

村
の
庄
屋
・
大
畑
才
蔵
が
元
禄
九

年
（
一
六
九
六
）、
藩
の
直
営
事
業

と
し
て
着
工
し
た
用
水
路
で
、
四

年
後
に
は
完
成
し
ま
し
た
。
藤
崎

弁
天
の
西
で
紀
の
川
を
堰せ

き
、
那

賀
・
名
草
二
郡
の
五
三
ヶ
村
を
灌

漑　

す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
（『
紀

伊
続
風
土
記
』
）
、
昭
和
二
八
年

（
一
九
五
三
）
の
水
害
で
流
失
し
、

そ
の
後
、
紀
の
川
南
岸
の
荒
見
井

用
水
、
安
楽
川
井
用
水
を
も
統
合

し
た
近
代
的
な
頭
首
工
が
完
成
し

ま
し
た
。

大
畑
才
蔵
が
小
田
井
用
水
に

先
が
け
て
手
が
け
た
近
世
大
規
模
用
水
路
。

現在の頭首工は、江戸時代の藤崎井の堰より100メートルほど下流にあります。■藤崎・荒見井頭首工
所在地マップ：［25 ］

江戸時代より、紀の川に臨んで奇岩
が屹立する景勝地として知られ、藤
崎の名はそのうちのひとつ、「富士石」
に由来すると言われています。

■藤崎弁天
所在地マップ：［24 ］

■所在地情報・紀の川市藤崎　国道24号
線藤崎バス停付近から市道を南下

■所在地情報・国道24号線より市道藤崎頭首工線へ入り南下
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鎌倉時代後期の永仁４年（1296）、粉河の農民が用地を
買い取って既存の池を拡張したことが分かる史料が残さ
れています。こうしたため池の築造を通じて結束を高め
た農民たちは、やがて惣村と呼ばれる自治的な村落組織
を作り上げていきました。

■魚谷池 所在地マップ：［3 ］

■所在地情報・紀の川市井田　県道粉河那賀線の下丹生谷大池
の西詰から里道を南下
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現
在
の
紀
の
川
市
井
田
、
JA
紀

の
里
農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
の
北

に
位
置
す
る
魚
谷
池
は
、
鎌
倉
時

代
、
粉
河
の
農
民
た
ち
に
よ
っ
て

築
造
（
拡
張
）
さ
れ
た
こ
と
が
文

献
か
ら
は
っ
き
り
と
分
か
る
た
め

池
で
す
。
た
め
池
は
、
わ
が
国
で

は
降
水
量
の
少
な
い
地
域
を
中
心

に
た
く
さ
ん
造
ら
れ
ま
し
た
が
、

多
く
は
弘
法
大
師
や
行
基
な
ど
、

超
人
的
な
力
を
も
っ
た
人
に
よ
る

築
造
が
伝
承
さ
れ
た
り
、
江
戸
時

代
に
な
っ
て
藩
や
義
民
に
よ
る
築

造
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
築
造
年
代
が
は
っ

き
り
分
か
り
、
し
か
も
農
民
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が

は
っ
き
り
と
分
か
る
事
例
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、

粉
河
に
残
る
魚
谷
池
や
中
後

ち
ゅ
う
ご

池
は
、

日
本
史
上
、
か
け
が
え
の
な
い
価

値
を
も
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
魚

谷
池
は
、
室
町
時
代
の
粉
河
の
農

民
た
ち
が
、
限
り
あ
る
水
資
源
を

最
も
効
率
的
に
、
し
か
も
公
平
に

分
配
す
る
た
め
の
帳
簿
を
代
々
書

き
継
い
で
い
き
ま
し
た
。
農
民
た

ち
自
身
の
手
で
書
か
れ
た
こ
れ
ら

の
文
献
は
、
他
に
類
を
み
な
い
、

非
常
に
珍
し
い
も
の
と
言
え
ま
す
。

粉
河
の
農
民
の
血
と
汗
の
結
晶
。

ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
風
景
が
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
も
っ
て
い
ま
す
。

鎌倉時代後期の延慶２年（1309）、粉河の農民たちは粉河寺に訴えて中後池の
敷地にかかる税の免除を求め、認められました。この年までに中後池が完成し
ていたことが分かります。

■中後池 所在地マップ：［26 ］

■所在地情報・紀の川市東野　県道粉河那賀線の下丹生谷大池の西詰から里道を南下
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粉
河
地
域
の
水
源
の
山
で
は
、

名
手
川
の
源
流
・
椎
尾
山
の
西
側

の
谷
を
さ
ら
に
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
、

水
源
の
神
と
し
て
曽
渕

そ
ぶ
ち

（
素
渕
）

神
社
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
旱
魃

か
ん
ば
つ

の
際
に
神
社
の
す
ぐ
下

の
滝
壺
の
水
を
か
す
り
出
す
、
曽

渕
か
す
り
と
い
う
雨
乞
い
神
事
を

行
う
と
い
い
ま
す
。
一
方
、
か
つ

て
は
粉
河
地
域
と
激
し
く
水
争
い

を
繰
り
広
げ
た
名
手
地
域
の
人
々

は
、
大
阪
府
と
の
府
県
境
に
龍
王

神
社
（
葛
城
神
社
）
を
祀
り
、
旱

魃
の
際
に
は
高
野
山
か
ら
火
を
も

ら
っ
て
き
て
雨
乞
い
す
る
と
い
い

ま
す
。

水
源
の
森
の
不
思
議
な
雨
乞
い
行
事
。

森
を
敬
う
素
朴
な
信
仰
が
、

今
も
粉
河
の
人
々
の
水
の
恵
み
を
支
え
て
い
ま
す
。

和泉山脈の主峰・和泉葛城山の
山頂にある龍王神社の周辺に
は、ブナの天然林（国指定天然
記念物）が広がっています。

■龍王神社
所在地マップ：［28 ］

急傾斜の階段を登ったと
ころに巨岩を背負うよう
に祠が立っています。

■曽渕神社
所在地マップ：［27 ］

■所在地情報・県道西川原粉
河線より市道西川原奥出線へ
入り名手川沿いを北上

■所在地情報・紀泉高原スカイラ
インより葛城山頂上付近
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旧
那
賀
町
域
を
南
北
に
流
れ
る

重
谷

じ
ゅ
う
た
に

川
の
東
岸
で
穴
伏

あ
な
ぶ
し

川
に
挟
ま

れ
た
地
域
は
、
現
在
で
は
名
手
上
・

名
手
下
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て
は

単
に
上
村
・
下
村
な
ど
と
呼
ば
れ
、

中
世
に
お
い
て
は
静
川
荘
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
重

谷
川
支
流
の
日
向
谷
川
に
沿
っ
て
、

石
積
み
の
棚
田
が
十
数
筆
、
谷
に

沿
っ
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

石
積
み
が
美
し
い

迫
田
の
棚
田
。

『紀伊続風土記』によれば、「上村下村に対し中にあるを以て平野という」とのこと。

■平野の棚田 所在地マップ：［29 ］
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現
在
の
長
田
地
区
は
、
中
世
に

お
い
て
、
京
都
の
門
跡

も
ん
ぜ
き

寺
院
・
随

心
院
が
支
配
す
る
荘
園
で
し
た
。

随
心
院
に
は
色
彩
鮮
や
か
な
「
紀

伊
国
井
上
本
荘
絵
図
」
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
描
か
れ

た
た
め
池
の
多
く
が
今
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
小
規
模
な

中
世
の
た
め
池
が
連
な
っ
て
ひ
と

つ
の
水
利
体
系
を
な
す
景
観
は
、

全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
が
な
く
、

文
化
的
景
観
と
し
て
の
価
値
が
高

い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
に
残
る
荘
園
絵
図
の
景
観
。

桜
池
の
完
成
後
も
残
さ
れ
た
中
世
の
た
め
池
遺
産
。

「紀伊国井上本荘絵図」では「蔵人池」
とされている池に比定されます。

■黒津池（上）
所在地マップ：［30 ］

■所在地情報・紀の川市深田・別所　長
田観音北

「紀伊国井上本荘絵図」では「道池」。
道＝路の連想からの比定で、淡路街
道に面しています。

■呂の池（下）
所在地マップ：［31 ］

■所在地情報・市道粉河北勢田線沿い
長田小学校より北西
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「紀伊国井上本荘絵図」の
「新池」ないしは「小池」に
比定されます。

■阿弥陀池
所在地マップ：［32 ］

■所在地情報・市道長田中打田
線と市道深田北長田線の交差点
より北西

「紀伊国井上本荘絵図」に描
かれた中世のため池群の供
給能力を補強するため、慶
安３年（1650）に紀伊藩主
徳川頼宣によって着工され
た大規模ため池。

■桜池
所在地マップ：［34 ］

■所在地情報・紀の川市北志野
志野神社北

「紀伊国井上本荘絵図」では
「土呂々々池」が描かれ、こ
の池に隣接する上泥池に比
定されます。

■中泥池
所在地マップ：［33 ］

■所在地情報・県道粉河加太線
より猪垣地区北へ市道北勢田猪
垣線沿い
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中
三
谷
地
区
の
金
剛
寺
は
明
恵

み
ょ
う
え

上
人
の
開
基
と
い
う
古
刹
で
、
春

日
明
神
を
信
仰
し
て
い
た
明
恵
上

人
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
春
日
神

社
が
鎮
守
社
と
し
て
隣
接
し
て
い

ま
す
。
古
来
よ
り
の
摂
関
家
の
所

領
で
し
た
が
、
延
喜
式

え
ん
ぎ
し
き

に
載
る
古

社
・
海
神
社
の
神
戸
・
神
領
村
の

み
は
支
配
を
異
に
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ゆ
か

り
の
春
日
池
・
海
神
池
が
東
西
に

分
か
れ
て
位
置
し
て
い
ま
す
。

池
掛
か
り
の
水
田
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら

池
田
の
地
名
が
起
こ
っ
た
と
い
う
、
明
恵

み
ょ
う
え

上
人
ゆ
か
り
の
里
。

■海神池所在地マップ：［36 ］

■所在地情報・紀の川市神領
紀の川広域農道沿い　海神社北

■春日池所在地マップ：［35 ］

■所在地情報・紀の川市中三谷
仙渓学園東

和泉山脈の裾野の緩や
かな傾斜地に山田＝棚
田が広がっています。

■東山田の棚田
所在地マップ：［37 ］

■所在地情報・紀の川市
東山田　紀の川広域農道
の海神池付近から北へ入
る道を上る
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現
在
の
橋
本
市
か
ら
段
丘
の
縁

辺
を
西
流
し
て
き
た
小
田
井
用
水

が
、
紀
の
川
市
の
西
境
を
流
れ
る

木
積

こ
づ
み

川
を
越
え
る
と
こ
ろ
に
架
け

ら
れ
た
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
橋
幅

三
・
八
メ
ー
ト
ル
の
ア
ー
チ
橋
。
大

正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
完
成
し
た

も
の
で
、
そ
れ
以
前
は
木
造
橋
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
龍
之

渡
井
と
と
も
に
、
国
の
登
録
文
化

財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ン
ガ
造
り
の
ア
ー
チ
橋
。

コンクリートで下部を補強している龍之渡井と違い、すべてレンガ造りであり、
遠目にも美しい。

■木積川渡井 所在地マップ：［38 ］

■所在地情報・紀の川市西三谷　岩出市道東坂本西国分線１号線の東坂本バス停より東
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■鯉釣り（紀の川市竹房）
額田正康さん：紀の川市杉原

■あけびの花
福岡資郎さん：紀の川市桃山町調月

ふ
だ
ん
何
気
な
く
見
て
い
る
風
景
に
、

と
き
ど
き
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
心
な
ご
む
風
景
を

み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。
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■藤崎井用水沿い（紀の川市打田）
筒井勝己さん：紀の川市打田

■小田井用水沿い（紀の川市東大井）
谷野本和さん：紀の川市東大井

■紀の川市西山田
井口和彦さん：紀の川市西大井

■大池遊園
（紀の川市貴志川町長山）
大岩紀公子さん：紀の川市尾崎
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■紀伊国分寺（紀の川市東国分）
土井康雄さん：紀の川市東国分

■桃源郷（紀の川市桃山町）
田端順造さん：（株）丸和
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■里の秋
（紀の川市桃山町黒川）
藤井保夫さん：和歌山市加太
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■紀の川市貴志川町井ノ口
竹村雅子さん：紀の川市貴志川町井ノ口

■水と土ふれあい公園（紀の川市南中）
保田耕志さん：紀の川市東大井

■平池の朝日（紀の川市貴志川町神戸）
中嶋正弘さん：紀の川市貴志川町国主
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棚
田
の
初
見
を
め
ぐ
っ
て

「
棚
田
」
と
い
う
言
葉
は
、
だ
い
た
い
南
北
朝
〜
室
町
時
代
頃
か
ら
使

わ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
歴
史
研
究
の
場
で
初
め
て
こ
の
こ
と
に
着
目
さ

れ
た
の
は
東
京
大
学
の
宝
月
圭
吾
氏
で
、
宝
月
氏
は
『
高
野
山
文
書
』

の
中
に
応
永
一
三
年
（
一
四
〇
六
）の
「
僧
快
全
学
道
衆
堅
義
料
田
注
進

状
」
と
い
う
史
料
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
一
反
山
崎
今
ハ
タ
ナ
田
ト
云
フ
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
が
「（
棚
田
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
）
早
い
例
で

あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
史
料
で
は
、
こ
の
後
に

続
け
て
「
根
本
ハ
糯
田

も
ち
ご
め
だ

ト
名な
づ

ク
、
今
ハ
山
田
ニ
テ
棚
ニ
似
タ
ル
故
ニ
、

タ
ナ
田
ト
云
」
と
あ
っ
て
棚
田
と
名
付
け
ら
れ
た
理
由
が
示
さ
れ
、

「
ア
フ
ト
ニ
タ
ナ
田
ト
云
名
ア
リ
、
彼
ト
ハ
不
同
也
」
と
も
記
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。

宝
月
氏
は
こ
の
史
料
の
記
述
か
ら
、次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

狭
い
谷
の
最
奥
部
に
用
水
池
が
築
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

よ
り
引
水
す
る
極
度
に
零
細
な
猫
額
大
の
田
地
が
そ
の
下

の
か
な
り
急
な
傾
斜
面
に
並
立
し
て
い
る
状
況
で
あ
ろ
う
。

棚田のルーツを探る 
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こ
の
記
述
は
、
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
棚
田
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
一
般

に
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る

場
所
は
、
今
の
紀
の
川
市
の
中
に
あ
る
荒
川
荘
と
い
う
荘
園
の
中
で
し

て
、
早
稲
田
大
学
の
中
島
峰
広
氏
が
『
日
本
の
棚
田
』
と
い
う
本
の
中

で
お
お
よ
そ
の
場
所
を
示
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
中
島
氏
が
こ
の

本
を
書
か
れ
た
当
時
は
、
ま
だ
資
料
が
十
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の

史
料
に
書
か
れ
た
場
所
が
具
体
的
に
ど
こ
か
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た
の
が
東
京
学
芸
大
学
の
日
本
中
世

史
研
究
会
が
行
っ
た
現
地
調
査
で
、
私
自
身
は
、
そ
の
時
の
調
査
報
告

書
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
史
料
に
書
か
れ
た
棚
田
の
場
所
を
ほ
ぼ
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
（
図
１
・
２
）、
そ
れ
を
二
○
○
○
年
に
行

わ
れ
た
棚
田
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
二
ヶ
所
の
棚
田
が
、
か
つ
て
宝

月
氏
が
描
い
て
、
そ
の
後
一
般
に
定
着
し
た
棚
田
の
イ
メ
ー
ジ
と
大
き

く
相
違
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
①
こ
れ
ら
の「
棚
田
」は

平
野
部
か
ら
丘
陵
地
へ
の
傾
斜
変
換
点
に
あ
っ
て
、
決
し
て
狭
い
谷
あ

記録　棚田学会シンポジウム「棚田のルーツを探る」
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い
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
②
そ
し
て
必
ず
し
も
猫
の
額
ほ
ど
の
狭
小

な
田
地
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
③
図
２
に
よ
る
と
、
中
央
に

平
野
氏
と
い
う
荒
川
荘
で
下
司
を
務
め
た
一
族
の
屋
敷
跡
が
あ
り
、
棚

田
の
近
く
に
荘
園
内
の
有
力
者
の
居
館
が
あ
る
の
も
大
き
な
特
徴
の
ひ

と
つ
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
初
め
て
史
料
の
上
に
出

て
く
る
棚
田
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
山
の
中
に
分
け
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
も
の
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
の
高
木
徳
郎
氏
は
、
こ
の
紀
の
川
市

桃
山
町
元
の
棚
田
よ
り
も
さ
ら
に
七
○
年
ほ
ど
古
い
史
料
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
高
野
山
領
の
志
富
田
荘
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
東
渋
田
に
あ
た
る
場
所
で
す
。

そ
の
史
料
は
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
の
志
富
田
荘
検
注
帳
で
、
こ
の

場
所
に
つ
い
て
も
現
地
で
の
特
定
が
ほ
ぼ
で
き
て
い
ま
す
（
図
３
）。

や
は
り
志
富
田
氏
と
い
う
土
豪
の
館
が
近
く
に
あ
り
、
丘
陵
地
帯
の
末

端
と
い
う
場
所
に
棚
田
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ

れ
に
よ
り
、
紀
の
川
市
桃
山
町
の
事
例
と
の
共
通
点
が
多
い
こ
と
が
認

識
さ
れ
て
、
最
初
に
棚
田
と
呼
ば
れ
た
場
所
の
立
地
と
い
う
の
が
、
以

上
に
述
べ
た
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ほ

ぼ
確
定
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
棚
田
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
よ
り
前
に
ど
れ
く
ら

い
遡
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
私
は
こ
の
建

武
五
年
（
一
三
三
八
）
よ
り

は
あ
ま
り
遡
ら
な
い
だ
ろ
う

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
と
言

い
ま
す
の
は
、『
鎌
倉
遺
文
』

と
い
う
、
鎌
倉
時
代
に
書
か

れ
た
約
三
五
、
○
○
○
点
の

古
文
書
を
集
め
た
史
料
集
の

中
に
「
棚
田
」
と
い
う
用
例

は
一
点
も
な
く
、『
平
安
遺

文
』
に
も
出
て
こ
な
い
か
ら

で
す
。
た
だ
、「
山
田
」
と
い
う
言
葉
が
鎌
倉
遺
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

四
○
五
件
出
て
く
る
の
で
、「
棚
田
」
は
こ
の
「
山
田
」
と
い
う
言
葉

の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
京
都
の
町

の
中
な
ど
で
「
店
」
を
意
味
す
る
「
た
な
」
と
い
う
言
葉
は
あ
っ
て
、

「
た
な
」
の
売
り
買
い
を
す
る
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
た
な
」

と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
か
な
り
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
た
が

っ
て
、「
山
田
」
の
用
例
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
腑
分
け
し
て
い
く
こ
と
で
、

鎌
倉
時
代
、
平
安
時
代
の
棚
田
の
実
態
に
近
づ
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

図3
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が
、「
棚
田
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
こ
の
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）

よ
り
遡
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

棚
田
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

棚
田
に
は
お
よ
そ
三
つ
の
類
型
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
Ａ
型

は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
全
国
的
に
展
開
す
る
タ
イ
プ
で
、
時
に
は
ト
ン

ネ
ル
な
ど
を
掘
り
な
が
ら
か
な
り
長
く
水
路
を
作
っ
て
、
段
々
畑
や
山

林
を
一
気
に
水
田
化
す
る
こ
と
で
出
現
す
る
棚
田
で
す
。
こ
れ
は
明
治

時
代
以
降
も
続
い
た
よ
う
で
す
が
、
か
つ
て
竹
内
常
行
氏
が
、
こ
う
し

た
タ
イ
プ
を
稲
作
発
展
の
基
盤
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
Ｂ
型
は
、
迫
田
さ
こ
だ

型
な
い
し
は
、関
東
の
ほ
う
で
は
谷
内
田

や

ち

だ

・

谷
戸
田

や

と

だ

型
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
棚
田
で
、
大
規
模
な
水
路
は

と
く
に
必
要
な
く
、
狭
い
谷
間
を
谷
底
か
ら
這
い
上
が
る
よ
う
に
登
っ

て
い
く
湿
田
が
中
心
で
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
最
初
に
述
べ
た
宝
月
圭
吾

氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
棚
田
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
九

州
で
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
イ
ノ
コ
と
い
う
湧
水
点
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

下
の
小
さ
い
谷
間
に
細
く
連
な
る
水
田
に
水
を
入
れ
て
い
く
事
例
が
み

ら
れ
、
効
率
性
や
生
産
性
の
高
い
Ａ
型
に
比
べ
、
そ
の
点
で
は
か
な
り

劣
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
親
し
み
を
持
つ
の
は
断
然
Ｂ
型
で
し

て
、
こ
の
タ
イ
プ
の
棚
田
の
近
く
に
は
中
世
以
来
の
お
堂
が
あ
っ
た
り
、

宝
篋
印
塔
や
五
輪
塔
な
ど
の
石
造
文
化
財
が
あ
っ
て
、
人
々
の
生
活
の

痕
跡
つ
ま
り
文
化
が
そ
こ
に
は
あ
る
か
ら
で
す
。

最
後
の
Ｃ
型
は
短
水
路
乾
田
型
の
棚
田
で
、
こ
れ
が
紀
の
川
流
域
、

と
く
に
そ
の
南
岸
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
谷
の

開
口
部
や
丘
陵
地
の
先
端
部
分
な
ど
、
比
較
的
開
か
れ
た
空
間
に
展
開

し
、
水
田
の
造
成
に
あ
た
っ
て
土
砂
の
切
り
盛
り
を
伴
い
、
中
世
の
領

主
館
を
築
造
す
る
技
術
と
共
通
性
を
有
し
、
付
近
の
谷
川
か
ら
引
水
す

る
た
め
の
水
路
を
必
要
と
し
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
武
士
は
意
外
と
平
坦

な
場
所
に
館
を
設
け
ま
す
が
、
そ
れ
が
南
北
朝
期
に
な
り
丘
陵
の
末
端

に
居
館
を
築
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
棚
田
が
そ
れ
に
近
い
と

こ
ろ
に
造
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
棚
田
の
造
成
と

居
館
の
建
設
が
連
動
す
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
も
ち
ろ
ん
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
棚
田
的
な
土
地
利
用
の
形
態
は
、
日
本
の
国
土

の
特
性
か
ら
言
っ
て
弥
生
時
代
に
は
も
う
既
に
出
現
し
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
れ
を
「
棚
田
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
南
北
朝
期

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
棚
田
と
い
う
語
彙
は
Ｃ
型
か
ら
生
ま
れ

て
、
や
が
て
Ｂ
型
・
Ａ
型
を
も
含
む
総
体
的
な
用
語
へ
と
展
開
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

記録　棚田学会シンポジウム「棚田のルーツを探る」
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紀
の
川
流
域
の
事
例
を
ど
こ
ま
で
普
遍
化
で
き
る
か

と
こ
ろ
で
、
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
が
ら
は
、
日
本
史
上
ど
こ
ま
で

普
遍
化
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
大
阪
府
千
早
赤
阪
村
の
下
赤
坂
に
、

「
棚
田
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
棚
田
が
あ
る
の
で
す
が
（
図
４
）、

そ
の
棚
田
に
つ
い
て
は
、『
太
平
記
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

彼か
の

赤
坂
ノ
城
ト
申
ス
ハ
、
東
一
方
コ
ソ
山
田
ノ
畔く
ろ

重
々
ニ

高た
こ
う

シ
テ
、
少
シ
難
所
ノ
様
ナ
レ
、
三
方
ハ
皆
平
地
ニ
続
キ

タ
ル
ヲ
、
堀
一
重
ニ
屏
一
重
塗
タ
レ
バ
、
如
何
ナ
ル
鬼
神

ガ
籠
リ
タ
リ
共
、
何
程
い
か
ほ
ど

ノ
事
カ
可
有
あ
る
べ
し

ト
寄
手
皆
是
ヲ
侮
リ

…
（『
太
平
記
』
第
３
巻
）

こ
れ
は
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）、
後
醍
醐
天
皇
が
笠
置
山
で
蜂

起
し
た
の
を
受
け
て
、
楠
木
正
成
が
急
遽
、
自
分
の
居
館
を
固
め
て

戦
い
に
臨
ん
だ
こ
と
を
記
し
た
部
分
で
す
が
、「
山
田
ノ
畔く
ろ

重
々
ニ

高た
こ
う

シ
テ
」
と
い
う
の
は
、
棚
田
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
城
郭
（
下
赤
阪
城
）
の
一
方
が
棚
田
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
て
、
残
り
の
三
方
は
平
ら
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
て
、
先
ほ
ど
の
Ｃ
型
の
棚
田
を
活
用
し
て
こ
の
城
を
築
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
尾
根
の
上
に
立
派
な
水
路

が
あ
り
ま
す
（
図
５
）。

こ
の
下
赤
阪
城
は
一
ヶ
月
ほ
ど
で
陥
落
し
、
楠
木
正
成
は
い
っ
た
ん

行
方
を
眩
ま
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
は
再

び
赤
阪
城
に
立
て
籠
も
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
の
様
子
を
、

『
太
平
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

此
城
三
方
ハ
岸
高
シ
テ
、
屏
風
ヲ
立
タ
ル
ガ
如
シ
。
南
ノ

方
許ば
か
り

コ
ソ
平
地
ニ
繼つ
づ

ヒ
テ
、
堀
ヲ
廣
ク
深
ク
堀
切
テ
、
岸

ノ
額
ニ
屏
ヲ
塗
リ
…

こ
ち
ら
は
三
方
が
高
く
て
、
南
は
ず
っ
と
平
坦
地
が
続
い
て
い
た
と

書
か
れ
て
い
て
、
先
ほ
ど
の
記
述
と
明
ら
か
に
地
勢
が
違
う
こ
と
が
分

図4

図5
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か
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
記
述
を
整
合
的
に
考
え
る
と
す
れ

ば
、
楠
木
正
成
は
赤
阪
城
（
下
赤
阪
城
）
を
落
と
さ
れ
て
再
び
戻
っ
て

き
た
時
に
は
、
も
っ
と
守
り
や
す
い
と
こ
ろ
（
上
赤
阪
城
）
へ
と
城
を

移
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
攻
め
る
寄
せ

手
も
攻
撃
に
苦
労
し
た
よ
う
で
、
吉
川
八
郎
と
い
う
者
が
寄
せ
手
の
大

将
に
こ
う
進
言
し
て
い
ま
す
。

倩
つ
ら
つ
ら

思
案
ヲ
廻
め
ぐ
ら

シ
候
ニ
、
此
城
三
方
ハ
谷
深
シ
テ
地
ニ

不
繼
つ
づ
か
ず

、
一
方
ハ
平
地
ニ
テ
而し
か

モ
山
遠
ク
隔
レ
リ
。
サ
レ
バ

何い
ず

ク
ニ
水
可
有
あ
る
べ
し

ト
モ
見
ヘ
ヌ
ニ
、
火
矢
ヲ
射
レ
バ
水
彈は
じ
き

ニ

テ
打
消
候
。
近
來
こ
の
ご
ろ

ハ
雨
ノ
降
ル
事
モ
候
ハ
ヌ
ニ
、
是
程
マ

デ
水
ノ
卓
散
ニ
候
ハ
、
如
何
様

い

か

さ

ま

南
ノ
山
ノ
奥
ヨ
リ
、
地
ノ

底
ニ
樋
ヲ
伏
テ
、
城
中
ヘ
水
ヲ
懸
ケ
入
ル
ヽ
歟か

ト
覺
候
。

ま
た
、
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
人
数
を
た
く
さ
ん
集
め
て
、
南
の
ほ
う

を
と
に
か
く
一
文
字
に
ざ
っ
と
切
っ
た
ら
、
そ
こ
か
ら
土
の
底
二
丈
余

り
下
に
樋
を
伏
せ
て
い
て
、
側
面
に
石
を
畳
ん
で
上
に
槙
を
瓦
の
よ
う

に
伏
せ
て
、
水
を
一
○
町
す
な
わ
ち
一
キ
ロ
ぐ
ら
い
遠
く
か
ら
引
い
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
、
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
暗

渠
水
路
を
こ
の
時
作
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
弘
三
年
（
一
三

三
三
）
の
上
赤
阪
城
の
攻
防
戦
で
は
、
水
路
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て

い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
図
５
に
示
し
た
よ
う
な
尾
根

上
の
水
路
は
、
こ
の
南
北
朝
期
に
は
既
に
造
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

な
く
も
な
い
と
思
え
て
く
る
わ
け
で
す
。
楠
木
正
成
の
時
代
に
は
、
棚

田
は
非
常
に
一
般
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

◆
ま
と
め
◆

本
日
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
も
う
一
度
ま
と
め
ま
す
と
、
南
北
朝
〜

室
町
前
期
に
お
い
て
、
棚
田
と
城
郭
は
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
領
主
が
政
治
的
必
要
性
か
ら
棚
田
を
造
成

し
、
城
郭
を
構
築
し
た
た
め
で
あ
り
ま
す
が
、
切
り
盛
り
の
技
術
と
労

働
力
の
編
成
の
あ
り
か
た
が
、
斜
面
上
に
お
け
る
造
田
と
築
城
に
共
通

す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
棚
田
と
い
う
語
彙
が
輝
き
を
持
ち
始
め
、
や
が
て
斜
面

上
の
水
田
を
代
表
す
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
具
体
的
に
検
証
で
き
る
紀
の
川
流
域
、
と
り

わ
け
そ
の
南
岸
と
い
う
地
域
は
、
日
本
史
上
に
お
い
て
た
い
へ
ん
重
要

な
地
域
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
要
旨

（
田
中
氏
）

紀
の
川
流
域
は
、
古
代
か
ら
水
田
が
拓
か
れ
て
き
た
地
域
で
す
が
、
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と
く
に
、
高
野
山
領
で
あ
っ
た
紀
の
川
の
南
岸
で
は
、「
タ
ナ
田
」
と

い
う
文
字
が
文
献
上
最
初
に
記
さ
れ
た
高
野
山
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、
棚
田
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る
と
と
も
に
、
棚
田

を
支
え
る
水
源
林
、
農
業
用
水
路
な
ど
の
歴
史
的
価
値
を
一
緒
に
考
え

る
機
会
に
し
た
く
、
こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
次
第
で
す
。

海
老
澤
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
文
献
上
、
最
初
に
記
さ

れ
た
か
つ
ら
ぎ
町
渋
田
の
棚
田
、
そ
れ
か
ら
わ
が
紀
の
川
市
桃
山
町
元

地
区
の
棚
田
、
そ
し
て
「
あ
ら
ぎ
島
」
と
い
う
有
名
な
棚
田
が
あ
る
有

田
川
町
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
昔
、
高
野
山
領
で
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
和
歌
山
県
の
歴
史
的
な
棚
田
地
域
、
つ
ま
り
棚
田
発
祥
の
地
は
、

実
は
高
野
山
と
非
常
に
縁
が
深
い
わ
け
で
す
。
そ
し
て
高
野
山
に
は
保

険
会
社
が
試
算
す
る
貨
幣
価
値
に
し
て
70
兆
円
の
資
産
価
値
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
の
は
、
実
は
こ
の
高
野
山
領
の
棚
田

地
域
、
わ
れ
わ
れ
紀
の
川
市
の
荒
川
荘
を
は
じ
め
と
し
た
棚
田
地
域
だ

っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
棚
田
地
域
を
支
え
る
水
と
そ
の
水
源
に
つ
い
て
は
、

紀
の
川
流
域
の
水
源
林
が
大
き
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

農
業
用
水
な
ど
の
水
源
の
か
ん
養
、
土
砂
災
害
な
ど
の
防
止
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
で
す
が
、
今
後
は
間
伐
等
に
よ
る
森
林
の
適
切
な
保

全
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
棚
田
に
つ
い
て
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
頃
か
ら
、
全
国

レ
ベ
ル
で
、
こ
れ
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
年
、
自
治
体
主
体
の
棚
田
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

こ
れ
を
核
に
、
全
国
の
棚
田
地
域
の
人
々
が
集
ま
っ
て
棚
田
の
役
割
や

保
全
を
話
し
合
う
「
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
高
知
県
の
梼
原
ゆ
す
は
ら

で
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
に
棚
田
を
学
際
的
に
考

え
て
い
こ
う
と
い
う
棚
田
学
会
が
、
ま
た
、
都
市
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
棚
田
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
N
P
O
法
人
・
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
国
主
導
で
は
な
く
、
民
間
主
導
で
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
棚
田
保
全
の
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
流
れ
を
受
け
て
、
国
で
も
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）

に
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
を
認
定
し
、
和
歌
山
県
で
は
有
田
川
町
の

「
あ
ら
ぎ
島
」
が
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
例
え
ば
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
や
景
観
法
、
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
な
ど

の
形
で
、
棚
田
地
域
を
支
え
る
制
度
が
整
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

図
６
は
、
棚
田
学
会
会
長
の
中
島
峰
広
氏
が
作
成
さ
れ
た
全
国
の
棚

田
地
域
の
分
布
図
で
す
が
、
黒
い
ド
ッ
ト
が
棚
田
の
分
布
を
示
し
て
い

ま
す
。
棚
田
と
は
、
二
○
分
の
一
以
上
、
つ
ま
り
二
○
メ
ー
ト
ル
い
っ

て
一
メ
ー
ト
ル
上
が
る
、
そ
う
い
う
勾
配
以
上
の
傾
斜
地
に
あ
る
水
田

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
の
水
田
の
お
よ
そ
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
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棚
田
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
棚
田
に
は
、
水
源
林
と
同
じ
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
多
面
的
機
能
が
あ
り
、
洪
水
防
止
や
水
源
か
ん
養
、
良
好
な

景
観
形
成
、
保
安
保
健
休
養
機
能
な
ど
が
あ
る
一
方
で
、
耕
作
放
棄
が

広
が
っ
た
り
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
法
面
崩
落
な
ど
そ
の
荒

廃
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た

よ
う
な
保
全
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

棚
田
の
よ
う
な
人
の
営
み
と
と
も
に
作
ら
れ
た
景
観
を
「
文
化
的
景
観
」

と
位
置
づ
け
、
文
化
財
に
指
定
す
る
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
が
、

平
成
一
六
年
（
二
○
○
四
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

導
入
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
の
主
な
論
点
と
し
て
、
二
つ
挙

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
紀
の
川
流
域
の
荒
川
荘
や
志
富
田
荘
の

棚
田
な
ど
「
文
献
上
最
初
の
棚
田
」
と
は
、
高
野
山
と
の
関
連
の
中
で

何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
は
、
棚
田
を
支
え
る

水
源
林
、
た
め
池
、
農
業
用
水
路
等
の
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
と
は
何

か
と
い
う
論
点
で
す
。

（
鳥
渕
氏
）

私
は
旧
桃
山
町
の
農
家
で
生
ま
れ
、
７
人
家
族
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。

棚
田
に
関
係
の
あ
る
思
い
出
と
し
て
、
本
日
は
牛
を
飼
育
し
て
い
た
頃

の
生
活
体
験
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
頃

ま
で
は
、
ど
こ
の
農
家
で
も
牛
を

大
事
に
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。
ち

な
み
に
我
が
家
で
は
祖
父
と
兄
二

人
が
毎
日
、
田
の
畔
で
草
を
刈
り
、

牛
に
栄
養
や
力
を
つ
け
る
た
め
に

大
き
な
鍋
で
麦
飯
を
炊
き
、
ミ
ネ

ラ
ル
を
補
給
す
る
た
め
に
食
塩
を

入
れ
、
飼
い
葉
や
糠
な
ど
を
混
ぜ

て
餌
と
し
て
与
え
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
地
域
に
は
、
２
〜
３
年
に
一
度
、
大
き
く
な
っ
た
牛
と
仔
牛
を

交
換
し
て
、
そ
の
差
額
を
現
金
で
受
け
取
る
「
ば
く
ろ
さ
ん
」
が
在
住

し
て
お
り
ま
し
た
。
牛
を
連
れ
て
行
く
前
に
は
必
ず
二
人
の
兄
が
い
つ

も
よ
り
丁
寧
に
ブ
ラ
シ
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
父
も
牛
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
寂
し
さ
や
、
兄
た
ち
の
気

持
ち
を
思
う
と
、
き
っ
と
辛
か
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
ば

く
ろ
さ
ん
と
約
束
し
て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
連
れ
て
い
か
ん
な
ん

け
ど
、
そ
の
代
わ
り
、
ま
た
小
さ
な
か
わ
い
い
仔
牛
を
連
れ
て
く
る
か

ら
、
我
慢
し
て
く
れ
よ
、
な
？
」
と
、
諭
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
六

年
（
一
九
六
一
）
頃
ま
で
田
ん
ぼ
で
精
一
杯
働
い
て
く
れ
た
牛
の
数
々
、

あ
の
牛
た
ち
が
い
な
か
っ
た
ら
、
米
も
麦
も
収
穫
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
牛
は
馬
の
足
と
違
い
、
足
の
裏
に
は
牛
球
が
あ
り
、
指

が
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
急
な
斜
面
も
滑
ら
ず
に
上
手
に
登
る
こ
と
が

で
き
、
人
間
の
力
に
及
ば
な
い
す
ご
い
力
を
発
揮
し
て
我
が
家
の
生
活

を
支
え
、
ま
た
心
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
思
い
出

す
だ
け
で
も
、
懐
か
し
さ
と
感
謝
で
胸
が
熱
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
い
く
つ
か
の
写
真
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
図
７
は
昭
和

二
四
年
（
一
九
四
九
）
頃
の
風
景
で
、
牛
は
ま
だ
仔
牛
で
す
。
図
８
は

苗
代
で
苗
と
り
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
図
９
は
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
頃
の
田
植
え
を
し
て
い
る
風
景
で
、
こ
の
頃
は
子
供
も

お
年
寄
り
も
、
親
類
や
隣
近
所
共
同
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
図
10
は
、

実
り
の
秋
を
迎
え
、
コ
ン
バ
イ
ン
導
入
前
の
手
作
業
で
の
稲
刈
り
の
様

図8

図9

図10

図11
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子
で
す
。
図
11
は
、
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
の
幻
想
的
な
乱

舞
風
景
で
す
。
私
の
住
む

地
域
で
は
、
川
の
水
が
き

れ
い
で
蛍
が
楽
し
め
、
毎

年
ほ
た
る
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
図
12
は
愛
子
谷

の
棚
田
風
景
の
一
部
で
す
。

以
上
で
す
。

（
田
中
氏
）

鳥
渕
さ
ん
に
は
、
戦
後

の
農
村
の
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
棚
田
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
は
、
昭
和
三
○
年
代
以
降
、
選
択
的
拡
大
と
い
う
国
の
政

策
に
よ
っ
て
、
棚
田
で
米
を
つ
く
る
こ
と
を
止
め
、
桃
や
柿
な
ど
の
果

樹
が
植
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
に
そ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

（
増
田
氏
）

江
戸
時
代
に
お
け
る
紀
の
川
流
域
の
農
業
用
水
や
治
水
事
業
は
、
全

国
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
紀
の
川
を
は
さ
ん
で
、

北
側
は
紀
州
藩
領
、
南
側
は
高
野
山
の
寺
領
と
、
大
ま
か
に
分
か
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
紀
州
藩
領
で
あ
る
紀
の
川
の
北
岸
で
は
、
ま
ず
江
戸

時
代
の
初
め
に
、
藩
の
直
営
事
業
と
し
て
桜
池
と
い
う
た
め
池
が
築
造

さ
れ
ま
す
。
紀
州
藩
の
初
代
藩
主
・
徳
川
頼
宣
の
命
令
に
よ
り
、
延
べ

四
二
万
人
が
動
員
さ
れ
、
計
三
八
ヶ
村
の
水
田
を
灌
漑
す
る
大
規
模
な

た
め
池
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
堤
防
の
長
さ
三
○
○
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

二
三
メ
ー
ト
ル
で
、
堤
防
に
か
か
る
水
圧
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
刃
金
は
が
ね

と
い
い
ま
し
て
、
真
ん
中
へ
赤
土
の
粉
と
も
ち
米
の
粉
と
水
で
溶
い
た

の
を
、
こ
つ
こ
つ
と
固
め
て
板
を
作
っ
て
、
硬
さ
と
同
時
に
弾
性
を
も

た
せ
た
堤
防
が
完
成
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
半
ば
以
降
、
有
名
な
小
田
井
用
水
が
築
造
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
野
山
麓
・
学
文
路
村
の
大
畑
才
蔵
と
い

う
優
れ
た
農
学
者
が
指
導
し
て
造
っ
た
用
水
路
で
、
高
野
口
（
橋
本
市
）

の
小
田
村
か
ら
紀
の
川
の
水
を
引
き
、
扇
状
地
の
先
端
を
く
ね
く
ね
と

岩
出
市
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
大
畑
才
蔵
の
工
事
の
特
徴
は
、
ひ
と
つ

の
区
間
を
さ
ら
に
短
い
い
く
つ
か
の
工
区
に
分
け
て
同
時
に
着
工
す
る

点
に
あ
り
、
勾
配
が
三
○
○
○
分
の
一
か
ら
五
○
○
○
分
の
一
ぐ
ら
い

し
か
な
い
緩
や
か
な
高
低
差
の
と
こ
ろ
を
、
簡
単
な
水
盛
器
（
水
準
器
）

を
使
っ
て
工
事
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
工
期
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

小
田
井
は
一
八
世
紀
の
初
め
に
は
す
べ
て
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
小
田
井
は
、
そ
の
途
中
で
何
本
も
の
中
小
の
河
川
を
越
え
な
け
れ
ば
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な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
例
え
ば
紀
の
川
市
の
東
の
は
ず
れ
に
あ
る
穴
伏

川
で
は
、
三
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
川
幅
の
と
こ
ろ
を
レ
ン
ガ
造
り
の
水

路
橋
を
架
け
て
渡
し
て
お
り
ま
す
（
６
頁
）。
こ
れ
は
龍
之
渡
井

た

つ

の

と

い

と
呼

ば
れ
、
レ
ン
ガ
造
り
に
な
っ
た
の
は
大
正
時
代
で
す
が
、
そ
れ
以
前
は

木
枠
で
作
っ
た
懸
樋
を
支
柱
な
し
で
渡
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
小
田
井
や
龍
之
渡
井
な
ど
を
築
造
し
た
大
畑
才
蔵
や
井
沢

弥
惣
兵
衛
の
技
術
は
、
ち
ょ
う
ど
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
分
で
し
た
の
で
、

紀
州
流
と
呼
ば
れ
て
関
東
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
、
全
国
的
に
認
め
ら
れ

た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
だ
っ
た
と
言
え
る
わ
け
で
す
。

（
田
中
氏
）

増
田
先
生
に
お
話
し
頂
い
た
用
水
路
や
た
め
池
は
、
実
は
今
も
現
役

で
し
て
、
国
と
し
て
そ
の
保
守
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大

畑
才
蔵
は
、
五
五
歳
ぐ
ら
い
か
ら
、
今
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
活

躍
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
、
第

二
の
人
生
が
は
じ
ま
る
年
齢
か
ら
の
活
躍
は
、
現
在
の
高
齢
化
社
会
を

元
気
づ
け
る
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
高
木
氏
）

棚
田
を
含
め
、
人
が
自
然
に
働
き
か
け
、
関
わ
り
あ
う
こ
と
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
景
観
の
こ
と
を
文
化
的
景
観
と
言
い
ま
す
が
、
紀
の
川

市
内
の
文
化
的
景
観
の
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
13
は
、
京
都
の
随
心
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
紀
伊
国
井
上
本
荘

絵
図
」
と
い
う
、
鎌
倉
時
代
の
末
頃
に
描
か
れ
た
絵
図
で
、
こ
こ
に
は

紀
の
川
市
の
北
長
田
か
ら
嶋
・
松
井
付
近
に
か
け
て
の
、
主
に
当
時
存

在
し
て
い
た
た
め
池
や
お
堂
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
非
常

に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
鎌
倉
時
代
の
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た
た
め
池
の

ほ
と
ん
ど
は
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
か
、
最
近
ま
で
残
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
珍
し
い
事
例
で

す
。
し
か
も
こ
う
し
た
た
め
池
の
あ
る
景
観
と
い
う
の
は
、
農
業
用
水

と
し
て
の
機
能
と
と
も
に
、
棚
田
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
人
々
の
気

持
ち
を
和
ま
せ
た
り
、
保
養
と
か
レ
ジ
ャ
ー
の
た
め
の
施
設
と
い
う
多

図13
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面
的
な
機
能
も
併
せ
持
っ
て
お
り
、
そ
の
保
全
は
、
こ
う
し
た
側
面
か

ら
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
様
の
こ
と
は
、
紀
の
川
市
の
魚
谷
で
も
言
え
ま
す
。
こ
こ
に
は
魚

谷
池
（
20
頁
）
と
中
後
池
と
い
う
た
め
池
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

二
つ
の
池
も
実
は
鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る

た
め
池
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
二
つ
の
池
と
も
、
築
造
に
主
体
的
に
関

わ
っ
た
の
は
ま
さ
に
粉
河
の
農
民
た
ち
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
限
ら
れ

た
水
資
源
を
ど
の
よ
う
に
農
民
た
ち
が
配
分
し
な
が
ら
使
っ
て
い
た
か

と
い
う
全
国
的
に
も
他
に
例
の
な
い
稀
有
な
史
料
も
残
さ
れ
て
お
り
、

日
本
史
上
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
も
っ
た
た
め
池
で
す
。

ま
た
紀
の
川
市
中
鞆
渕
に
は
、
ホ
リ
キ
リ
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り

ま
す
（
８
頁
）。
そ
の
名
の
通
り
、
こ
こ
は
硬
い
岩
盤
を
切
り
通
し
状

に
掘
り
抜
い
て
水
路
を
通
し
た
場
所
で
、
室
町
時
代
の
史
料
に
ホ
リ
キ

リ
と
い
う
地
名
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
今
か
ら
五
六
○
年
ほ
ど
前
に
は
、

確
実
に
用
水
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
ホ

リ
キ
リ
を
通
す
に
あ
た
っ
て
は
、
非
常
に
興
味
深
い
伝
承
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
非
常
に
硬
い
岩
盤
を
掘
り
抜
く
の
に
は

非
常
に
難
儀
し
た
が
、
人
々
は
と
に
か
く
一
日
に
一
升
の
石
く
ず
で
も

掘
り
出
せ
ば
何
と
か
望
み
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
互
い
に
励
ま
し

あ
い
、
何
と
か
こ
れ
を
掘
り
抜
い
た
そ
の
時
、
地
面
か
ら
激
し
い
血
し

ぶ
き
が
上
が
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
岩
盤
が
、
実
は
北

に
聳
え
る
飯
盛
山
の
神
の
足
の
骨
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
か
ら
後
、

こ
の
鞆
渕
で
は
飯
盛
山
の
神
の
怒
り
を
買
っ
て
、
力
の
強
い
男
は
生
ま

れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
話
を
単
な
る
伝
承
と
言
っ
て
し

ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
鞆
渕
で
は
、
力
の
強
い
男
が
生
ま
れ
な
く

な
っ
た
と
い
う
代
償
と
引
き
換
え
に
、
人
と
自
然
と
の
調
和
を
何
と
か

保
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
鞆
渕
の
人
々

は
こ
の
水
路
の
完
成
に
よ
っ
て
、
今
に
至
る
ま
で
豊
か
な
水
の
恵
み
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
人
と
自
然
の
調
和
的
な
関
係
、

文
化
的
景
観
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
言
え
る
非
常
に
高
い
価
値
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
紀
の
川
市
の
宝
で
あ
り
、
和
歌
山

県
に
と
っ
て
も
大
き
な
宝
で
す
。

（
田
中
氏
）

三
人
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
紀
の
川
市
に
は
現
在
も
そ
の
農
業
を

支
え
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
用
水
路
、
た
め
池
と
い
う
宝
物

が
あ
る
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紀
の
川
市
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
す
。
一
六
一
億
円
と
い
う
県
下
第
一
の
農
業
生
産
額
を
今
後
も
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ほ
場
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
基
盤
整
備
を
強

力
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、
そ
の
際
に
も

こ
う
い
っ
た
宝
物
の
価
値
を
き
ち
ん
と
認
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
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か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
も
認
識
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
海
老
澤
先
生
か
ら
は
、
棚
田
が
城
郭
と
結
び
つ
い
て

い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
実
は
、
楠
木
正
成
に
五
○
年
ほ
ど

遡
る
の
で
す
が
、
紀
の
川
市
に
も
源
為
時
と
い
う
悪
党
が
お
り
、
高
野

山
に
立
ち
向
か
っ
て
、
最
終
的
に
は
旧
打
田
町
の
高
野
た
か
の

で
滅
ぼ
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
高
野
と
桃
山
町
元
の
棚
田
が
、
距
離
的
に
非
常
に
近
い

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
て
、
紀
の
川
市
に
お
い
て
も
、
棚
田
と
城
郭
が

結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
海
老
澤
氏
）

鳥
渕
さ
ん
と
増
田
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
少
し
質
問
さ
せ
て
下
さ
い
。

一
つ
は
、
私
が
先
ほ
ど
紹
介
し
た
史
料
に
、
糯
田
と
い
う
田
が
出
て

き
て
、
そ
の
糯
田
に
は
高
野
山
の
課
役
は
か
か
ら
な
い
と
書
い
て
あ

る
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
れ
は
地
元
の
神
様
な
ど
に
捧
げ
ら
れ
る
も

の
だ
か
ら
と
い
う
気
も
す
る
の
で
す
が
、
鳥
渕
さ
ん
、
ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

そ
れ
か
ら
増
田
さ
ん
に
は
、
安
楽
川
井
（
大
井
）
の
起
源
を
ど
う
考

え
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
鳥
渕
氏
）

糯
田
に
は
高
野
山
の
課
役
は
か
か
ら
な
か
っ
た
そ
れ
は
神
様
に
捧
げ

る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
海
老
澤
先
生
の
ご
質

問
で
す
が
、
確
か
高
野
山
文
書
に
、
荒
川
荘
の
棚
田
一
反
は
竪
義
料
田

と
し
て
課
役
が
免
除
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
糯

田
の
在
所
は
、
安
楽
川
の
妙
見
の
森
の
東
に
あ
り
、
前
に
は
塔
も
存
在

し
新
開
の
畠
も
課
役
が
な
く
お
そ
ら
く
そ
の
頃
、
神
社
や
お
寺
へ
寄
進

し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
増
田
氏
）

安
楽
川
井
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
正
直
申
し
ま
し
て
分
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
の
秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
際
し
て
、

高
野
山
だ
け
は
応
其
上
人
の
尽
力
で
助
か
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、
そ
の

応
其
上
人
が
、
中
世
か
ら
あ
っ
た
安
楽
川
井
を
再
興
し
た
と
い
う
史
料

は
残
っ
て
い
ま
す
。

（
海
老
澤
氏
）

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
会
場
か
ら
の
発
言
）

今
日
の
講
演
の
中
で
い
ろ
い
ろ
と
歴
史
的
な
こ
と
も
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
現
実
的
な

問
題
と
し
て
は
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
し
て
、
私
の
幼
い

こ
ろ
に
見
て
き
ま
し
た
棚
田
の
景
色
が
、
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
町
に
出
ら
れ
る
方
が
、
植
林
を
さ
れ
て
出
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
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照
時
間
も
短
く
な
り
、
保
水
力
も
落
ち
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
田
中
氏
）

過
疎
化
・
高
齢
化
の
状
況
を
率
直
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鞆
渕

地
域
で
も
棚
田
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
と
し
て
も
何

と
か
そ
の
対
策
に
も
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
に
は
、
今
後
こ
う
い
う
棚
田
を
は
じ
め
と
し
た
紀

の
川
市
の
宝
物
を
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
中
で
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

（
鳥
渕
氏
）

私
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
里
山
や
棚
田
へ
気
軽
に
出
か
け
て
い
た
だ

き
小
鳥
の
鳴
き
声
や
田
の
畦
の
草
花
や
棚
田
を
身
近
に
感
じ
て
自
然
を

満
喫
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
都
会
の
方
や
世
代
間
交
流

を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
私
た
ち
の
宝

物
で
あ
る
棚
田
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
き
保
存
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

（
増
田
氏
）

先
ほ
ど
か
ら
治
水
工
事
や
棚
田
が
、
す
べ
て
優
れ
た
文
化
財
だ
と
い

う
話
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

本
当
に
み
ん
な
で
努
力
を
し
て
、
文
化
財
を
こ
れ
以
上
失
わ
な
い
よ
う

に
大
事
に
守
っ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
か
ら
言
う
と
、
こ
の
あ

た
り
も
も
う
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
、
せ
っ
か
く
の
優
れ
た
土
木
技
術
も
失

わ
れ
て
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ま
だ
今
は
、
間
に
合
う
最
後
の
機

会
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
棚
田
と
は
米
を
作
る
場
で
す
。

少
し
前
ま
で
は
「
も
う
米
は
あ
か
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
こ
の

頃
ま
た
「
米
が
大
事
や
」
と
言
わ
れ
る
。
食
糧
自
給
と
い
う
問
題
を
、

み
ん
な
で
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
高
木
氏
）

な
か
な
か
難
し
い
問
題
が
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
自
身
が
歴
史

と
か
文
化
財
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
て
、
や
は
り
こ
の
紀
の
川
市
が

持
っ
て
い
る
歴
史
や
風
土
と
い
う
の
は
、
他
の
地
域
に
は
な
い
一
つ
の

ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
で
き
た
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
い
く
時
に
、
こ
の
地
域
独
特
の
歴
史
、
文
化
が
ブ
ラ
ン
ド
の
源
に

な
り
、
そ
れ
で
も
っ
て
今
後
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
博
物
館
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
地
元
の
隠

れ
た
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
よ
う
な
仕
事
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

記録　棚田学会シンポジウム「棚田のルーツを探る」
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（
海
老
澤
氏
）

二
つ
ほ
ど
申
し
あ
げ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
わ

れ
わ
れ
が
調
査
し
て
い
た
時
に
、
古
い
民
家
な
ど
に
黒
箱
と
呼
ば
れ
る

木
の
箱
に
入
っ
た
古
文
書
が
あ
り
ま
し
て
、
実
は
そ
れ
に
よ
っ
て
分
か

っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
古
い
も
の
を
大
切
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
一
点
。
そ
れ
か
ら
二
点
目
は
、
先
ほ

ど
の
高
木
さ
ん
の
お
話
に
出
て
き
た
「
井
上
本
荘
絵
図
」
は
や
は
り
素

晴
ら
し
い
絵
図
で
し
て
、
実
物
を
地
元
へ
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
が
、
ど
こ
か
に
複
製
を
展
示
し
て
、
こ
の
池
が
現
在
の
こ
の
池
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
な
展
示
を
し
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。
大
き
な
施

設
は
要
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
見
学
に
来
た
時
に
ま
ず
立
ち
寄
れ
て
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
現
地
を
見
学
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
氏
）

今
、
海
老
澤
先
生
か
ら
、
非
常
に
重
要
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
紀
の
川
市
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
、
紀
の
川
市
の
宝
物
を
観
光
客
な
ど
に

理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
最
後
に
中
島
先
生
に
本
日
の
ま
と
め
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
中
島
氏
）

そ
れ
で
は
私
の
感
想
を
含
め
て
、
最
後
に
本
日
の
ま
と
め
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
田
中
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
棚
田
保
全

の
略
史
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
入
り
ま
し
た
。
お
三
方
の
話
は
鳥
渕
さ
ん
に
始
ま
っ
て
、
増
田
さ

ん
、
そ
し
て
高
木
さ
ん
と
、
だ
ん
だ
ん
古
い
時
代
に
遡
っ
て
い
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
鳥
渕
さ
ん
が
ご
紹
介
に
な
っ
て
い
た
牛
耕
の
写
真
、
あ

れ
は
明
ら
か
に
棚
田
の
写
真
で
し
た
。
昭
和
三
○
年
代
の
中
ご
ろ
ま
で
、

棚
田
で
は
ま
だ
牛
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
し
て
増
田
さ
ん
の
話
は
水
利
の
話
で
し
た
。
素
人
は
、
紀
の
川
流

域
で
は
大
河
の
紀
の
川
の
水
を
使
っ
て
水
田
を
灌
漑
し
て
い
た
ん
だ
ろ

う
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
今
日
の

お
話
で
分
か
り
ま
し
た
よ
う
に
、

紀
の
川
の
本
流
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
る
の
は
江
戸
時
代
の
後
半
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
し
か
も

そ
の
た
め
に
は
途
中
で
支
流
の
河

川
の
上
を
通
り
越
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
た
め
の
懸
樋
の
工
事

が
た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
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そ
し
て
さ
ら
に
高
木
さ
ん
の
お
話
に
な
る
と
、
こ
れ
は
も
う
本
流
な

ど
と
い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
話
で
、
周
辺
の
山
地
に
た
め
池
を
造
り
、

中
小
の
河
川
を
使
っ
て
、
時
に
は
ホ
リ
キ
リ
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
な

難
工
事
ま
で
し
て
水
を
引
い
て
水
田
を
拓
い
て
き
た
歴
史
が
あ
る
と
い

う
お
話
で
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
棚
田
に
関
し
て
付
け
加
え
る
と
、
今

日
の
高
木
さ
ん
の
お
話
の
中
で
は
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
木

さ
ん
は
棚
田
学
会
誌
に
、
私
が
棚
田
発
祥
の
史
料
と
し
て
注
目
し
、
海

老
澤
先
生
が
そ
の
場
所
を
特
定
し
て
下
さ
っ
た
桃
山
の
棚
田
の
史
料
よ

り
も
七
○
年
ほ
ど
古
い
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
棚
田
の
史
料
を
紹
介
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
高
木
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
棚
田
の
記
述
が
単

に
機
械
的
に
七
○
年
ほ
ど
遡
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
今
ま
で
孤

立
し
て
い
た
桃
山
の
棚
田
が
こ
れ
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
、
紀
の
川
流
域

に
は
棚
田
と
い
う
言
葉
を
生
み
出
す
歴
史
的
な
背
景
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
、
と
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
棚
田
に
し
て

も
、
旧
桃
山
町
の
棚
田
に
し
て
も
、
谷
津
田
型
の
棚
田
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
棚
田
の
初
期
の
段
階
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
谷
津
田
型
の
棚

田
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
海
老
澤
先
生
は
三
つ
の
水
路
型
に

よ
る
三
類
型
の
棚
田
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
も
っ
と
簡
単
に
棚
田
を

二
類
型
と
し
、
谷
津
田
型
の
棚
田
と
、
斜
面
型
の
棚
田
に
区
別
す
る
な

ら
ば
、
ま
ず
谷
津
田
型
の
棚
田
が
あ
り
、
そ
し
て
斜
面
型
の
棚
田
が
生

ま
れ
て
、
あ
の
傾
斜
地
に
一
面
に
広
が
る
棚
田
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ

て
き
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
の
紀
の
川

流
域
は
棚
田
の
ル
ー
ツ
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
そ
れ
を
「
宝
」
に
さ
れ
て
大
い
に
活
性
化
さ
れ
て
い
け
ば
よ
ろ
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
棚
田
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て

く
だ
さ
っ
た
紀
の
川
市
、
そ

し
て
紀
の
川
市
教
育
委
員

会
、
さ
ら
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
か
つ
ら
ぎ
町
の
皆

様
方
、
そ
し
て
本
日
こ
こ
に

ご
参
集
し
て
下
さ
っ
て
い
る

皆
様
方
に
、
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本

当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

記録　棚田学会シンポジウム「棚田のルーツを探る」



今
回
、
紀
の
川
市
を
舞
台
に
し
て
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
棚
田
の
ル
ー

ツ
を
さ
ぐ
る
」
は
、
学
会
員
の
探
究
心
を
募
ら
せ
て
き
た
文
献
上
初
見
の
地
を

実
見
す
る
と
い
う
願
望
を
叶
え
さ
せ
る
と
と
と
も
に
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
地

域
の
方
々
と
と
も
に
議
論
を
深
め
、
改
め
て
紀
の
川
流
域
が
棚
田
揺
籃
の
地
で

あ
る
こ
と
を
明
確
化
さ
せ
た
こ
と
で
き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
紀
の
川
の
藩
政
期
に
お
け
る
水
利
用
が
支
流
河
谷
を
利
用
し
た
「
池
掛

り
」
か
ら
本
流
を
利
用
し
た
「
井
路
掛
り
」
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
過
程
を
詳

細
に
知
り
え
た
こ
と
は
望
外
の
収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
し
て
、
こ
の
地

域
に
存
在
し
た
棚
田
が
歴
史
上
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
新
た
に
し

て
、
こ
れ
を
地
域
の
宝
と
し
て
活
用
さ
れ
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
ら
れ
る

こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
。

最
後
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
紀
の
川
市
長
、
市
の
関
係

者
及
び
後
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
和
歌
山
県
・
か
つ
ら
ぎ
町
の
関
係
者
の
み
な
さ

ん
に
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

棚
田
学
会
長
　
中
島
峰
広

あ と が き

49



恵みの源 
受け継がれてきた水資源 

発行 ： 紀の川市 
初　　　版  ：平成21年3月 
第　二　版 ： 平成22年3月 
問い合わせ先 ： 〒649-6593 紀の川市粉河412番地 
　　　　　　  紀の川市役所 粉河分庁舎 農地課 
　　　　　　  TEL 0736-73-3311 
　　　　　　  http://www.city.kinokawa.lg.jp 
協　　   　力 ： 和歌山県立博物館 
　　　　　　  棚田学会 
編　　   　集 ： 株式会社 日本出版 

［ 農業用水水源地域保全対策事業 ］ 

みなもと 


